
〇 〇 〇 〇
立 公 公 平 意
入 募 募 成 見

平 り 型 型 十 の
成 を プ プ 四 公
十 行 道 ロ ロ 年 公 表
四 う 公 ポ ポ 度
年 警 安 ー ー 行
七 察 委 ザ ザ 政

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地 都 公 道 過 農 知
域 市 有 路 疎 林 事
高 計 水 の 地 水 権
規 画 面 区 域 産 限
格 公 事 の 域 自 大 に
道 業 埋 の 立 臣 係
路 の 立 決 促 権 る
根 認 て 定 進 限 保

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 漁 漁 道 土 肥 大 特
事 港 業 営 地 料 規 定
権 区 災 土 改 の 模 非
限 域 害 地 良 登 小 営
に に 補 改 区 録 売 利
係 係 償 良 が の 店 活
る る 法 事 行 有 舗 動
保 海 に 業 う 効 立 法

第

〇 〇
石 知
油 事
コ の
ン 所
ビ 告 管 規
ナ に
ー 属
ト す

号

毎
週
火
・
金
曜

月 職 員 ル ル 書 告
九 員 会 の の 士
日 で 公 実 実 試

あ 告 施 施 験
る の
こ 実
と 施

火 の
身

曜 分
を

日 示
す

室 可 に 特 に 安
中 表 関 別 係 林
標 す 措 る の
津 る 置 保 指
道 工 法 安 定
路 事 に 林 の

の よ の 解（
別 し る 指 除
海 ゅ 市 定
道 ん 町 の
路 功 村 解
） 認 道 除
に 可 の の

安 岸 よ の 土 期 地 人
林 保 る 工 地 間 法 設
の 全 区 事 改 の 第 立
指 区 域 の 良 更 五 の
定 域 及 完 事 新 条 認
の の び 了 業 第 証
解 指 区 の 一 の
除 定 分 廃 項 申
の の の 止 請（
予 一 決 の 新
定 部 定 認 設
改 の 可 ）
正 一 の

等 示 る 則 目
災 公
害 益
防 法
止 人
法 の
に 設
よ 立
る 及
第 び
二 監
種 督 次
事 に

日
発
行

証
明
書
の
告 （
示 男
を 女
廃 平
止 等 （ （
す 参 自 環（
る 画 然 市 境
公 推 環 町 政
告 進 境 村 策

室 課 課 課

係 代 予
る 行 定
環 工
境 事
影 の
響 完
評 了
価 （
方 公 （ （
法 園 道 道
書 下 路 路（ （ （
に 水 河 整 計 治 治
対 道 川 備 画 山 山
す 課 課 課 課 課 課

部 届（
二 改 出
件 正
）

（ （ （
土 土 道
地 地 産（ （ （ （

漁 水 改 改 食 地 生
港 産 良 良 品 域 活（

治 漁 経 指 指 安 産 振
山 村 営 導 導 全 業 興
課 課 課 課 課 室 課 課

業 関
所 す
の る
指 規
定 則
の の
取 一
消 部（
し 総 を（

防 務 改
災 部 正
消 総 す
防 務 る 発行
課 課 規

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ）

六 六 六 六 六
六 五 四 三 三

海
北

こ を道

の す告

規 附 る示

則 こ第

は 則 と
、 が

る ） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 六
二 二 二 二 一 一

２ 条 十
じ 事 第 第 六 知
。 前 一 五 号 事業
） 項 項 条 ） の 知年
開 の の 第 の 所 事度
始 規 次 二 一 管 の（
後 定 に 項 部 に 所事

） ） ） ） ） ） ） ）

六 五 五 五 五 五 五 五
一 九 九 八 八 八 七 六

北 公
海 布 知
道 平 す 事
規 成 る の
則 十 。 所
第 四 管
七 年 に

） ） 則
電話

ペ
五 五 ー
五 五 ジ 印刷

二 一 ◇
則 収 則 知

こ 施 を 支 公 趣 第 事
の 行 制 予 益 旨 七 の
規 期 定 算 法 及 十 所
則 日 す 書 人 び 七 管

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

公 で号

布 き
の な
日 か告
か つ
ら た
施 理
行 由
す を
る 記
。 載

し
た

三 に 次 中 を 属 管業
月 よ の 次 す に年 「
以 る 一 前 の る 属度内 届 項 項 よ 公 すのに 出 を の う 益 る定行 は 加 」 に 法 公めう 、 え を 改 人 益
のこ や る 正 の 法「
なと む 。 前 す 設 人
いが を 二 る 立 の
法で 得 項 。 及 設
人き な の び 立
にる い 規 監 及

十 七 属
七 月 す
号 九 る

日 公 規
益
法
人
の
設
立
及
び
監

は る の の 内 号 に
、 こ 届 運 容 ） 属
公 と 出 営 す
布 と 期 実 る
の し 限 態 公
日 た を に 益
か 事 か 法（
ら 第 業 ん 人
施 五 年 が の
行 条 度 み 設
す 第 開 、 立
る 二 始 や 及
こ 項 後 む び

公

布

さ

れ

た

規
書
類
を
添
え

示 て
し
な
け

五 れ
五 ば

な
ら
な

。 あ 事 定 督 び
こ 情 に に 監つ
の が よ 関 督て
場 あ る す には
合 る 」 る 関、
に と に 規 す年
お き 改 則 ると
い は め 規す （
て 、 、 昭 則るは 同 同 和 の。、 項 項 五 一以事 の を 十 部下業 規 同 一 をこ年 定 条 年 改

督
に
関
す
る

則規
則

北 の
海 一
道 部
知 を
事 改

正
堀 す

と 関 三 を 監
と 係 月 得 督
し ） 以 な に
た 。 内 い 関
。 に 事 す

延 情 る
長 が 規
す あ 則
る る の
こ と 一
と き 部
と は を
す 、 改
る 事 正

則

の

あ

ら

ま

し

い
。

の度 に 第 北 正
条開 か 三 海 す
に始 か 項 道 る
お前 わ と 規 規
いに ら し 則 則
て届 ず 、 第

出 同 、 同 五

る
規
則

達 を
こ

也 こ
に

た 業 す
め 計 る
、 画 規
こ 書 則
の 及 （
規 び 規

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



２
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

北 海

載
記

に
款

定

道 公 報

立１
定

証成申特代主

認平
の

請た の

事 請７営 のる 表 申年非
っ あ９活務 者 あ が月利

っ日動

第

北

特

１２

海

定 道

非

石防事

告

営

油災業

示

利

コ区所

第

活

ン域の

ビ名所

動 ナ在

促 号

ト及進

ー地

号

事事成

の種平

次二
第

平業業
成所所年
十にの７
四係指月
年る定９
七

のれ 法 たの所さ 石を日

名在目 月の氏所た 年人
ケ西白立う

日称名地的
た共

成ア山糠こしと

平
ホ郡の
人活、

年ー明白法生に

月春町はをそ

６ム美糠

にり在域の

的
目

た
れ

さ
こ市報つ出型文保

都情

のに

のとのとす観化全

とを推寄

法農収めこ光

、人に促進与

人山集、

の人の た法 たの所

は漁

地

、名在 月 での氏所 年
北松檜江

第
条

同日称名
郡町

項成海村山差

２平
道 の

ン昭差域

規年イ俊江地

等び法
に月フ町振

定６

特名

成

別称平

・律

蘭蘭ム法

室室エ年
号

北ー７

区港シ第

地市
丁ー第

１タ）

町・

月油取

九コり

日

ト
ー

ナ。
ビす

ン消

火

災
等

曜

防
害

日

風東、営の

法
止

に

条害で族

日２障ん家

びたし

３及く対

南者頂
護

３齢に介

目高めて

丁
対介軽

地に所の

番者通

す

、の図

て等を

し護減

す檜る

、村発とよ進、

然、る山こ

檜と信自り

体を、檜とのと

山の等

目

資験行人山と社を

の

に、的

源交いとをも会

のす、経と

を流、人愛

を域素る心済す

地等地

。

連進の晴人豊のる

域

のな進

携め安ら々か増

たとい輪人お

のる全し

字興
とめ福出を材よ

も

歌ン

り日メ中セ

よ６ォ

ー

告シ町タ

公ー

す北ョ

内

知ン地 。道セ番 る海ン
ま

や
ひ

堀・
ー６ 事タの

目ミ

項

５株１

番ル第

１ナ条
定

道社規

海会の

北号式

堀業り

事よ

事蘭に

知室

の
次

所、

和
昭

第
律
法
年

業、

地事り

条
２
第
）
号

５

自行域

でを地

域

非 請た款 定
申特代主定

育び

利事記 営 のるに 表

のいげ成、

にに祉会広

境

域要向を、と環

地必

４
也

達

、
内な上創滞地

非 請た款 定
申特代主定

達と

利事記 営 のるに 表

設

也り
お

に 表 非

た款 定
特代主定

３

の
号
５
第

利事記 営る

動 っ活務載 者 あ

の
請

申

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

こく

平美牧網美つ

日称
町郡町のり

成幌野走幌

クるり

年体了美ト法を

、目ととに

て地とてを

のる地指し共寄

意域す

あ

啓発。域すてに与

識

たの所さ 動 っ活務載 者

月の氏所た 年人のれ 法
梅帯

日称名地的

名在目

を成ミ津広こ

すと平コ
ュ市の

る
こ目

務載 者

と的年ニ一東法

た 人のれ 法の所さ 動
活

称名地的

名在目

の氏所

障の実

旭鈴旭旭るそら

市の害存践

川木川川こ

あ
害宮障法者在し

障市

会成

社平
日

月
年

た
っ

全

指

６育泰幌レ人目

体年

会字ニ、し

月協町ーは
涯

１グ民生

日西ン町、

タ様わ

南ン多に

条セが
健

目内スり

丁ーなた

５

の、す

に過
ツに
ー康

ポ

民ま機実る

発展ま住。

か、のた能践こ

活にた

を

をか地自、を的と

動

揮動目

行る域発行発行

意等しに的

う施づ的政

のり志に、よと

と策く

る

時立にに対地っす

同

が実。

に案か基し域て

るくは求効

、にかづて

上

民与施実地めの

住寄

テ孝２人
ニす策行域る

、

よす月ィ条は

にと６
シ南 りる
障ク丁域

、。日ン４地
く

害タ目づ

者ン
う主

自あ地の

のク番り
あ

位で

地ず者

とる体

立
で

者勲前害人のを、
の

障常らき

連通者は日明

祉害のかな

絡東福

協

セの問にい 議

、る題

会番ン種題す問
社

のーや制とは

地タ別
内程度と

、対

ののにに

度上も会

を等題て

い題問し

違問

福月

の６

祉
与
寄

に
進
増
の日

五す

六

みこ
しす

親ご

を
と
こ

る

主の施が

力で
体が

、と

ズこ実体シ策る

ーるの

ク提域

をと行のンを地

目際立タ言づ

把をに確

向る
し的し等ンすく

握

こし

る対

図に

を民

上住

の的

え掘決極

越を解積

らこめ提

あ起たに

、り

る
す
と

的
目

、
ゆし自案 。



定

平 款

成 に十

記四
年 載

七

北 海

８

る 表 非 請た 定
申特代主

動 っ活務 者 あ利事 営 の

道 公 報

７
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

６
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

さ

月 れ九

た日

的
目

火

消進加し

激言解促参援

こなわ

曜

せ生い

の速れとさ・て

法さてイ

日

青学、

人でいンて涯き

人の 法 たの所
は進るタ

称名地

名在 月の氏所 年

武幌

交及や平あ宮札

日
ね市

流びす成い

促ユい

と雄区

進ニ社年っ信南

どーの月北川

なバ会６

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

小後網者

日称

藤走こ

平
成の
樹田市の児

呼人・

年オ敏生字法）

さ

月ー人は高

６ホ幸子

所た 年人のれ 法 たの所

称名地的

名在目 月の氏

と復

平北南札をと回

日

の援もに

成海部幌こ支

道市

、与

年青正北法しに寄

は彼そす

６少朋区人、

康

る精健

きツの

月年北 養に

を涵進

業の増

事神

・ら

、む層ー少習さ

行

のッの老に

イ中へネ年

福

タ高情ト健後は

ン、

活育安祉

ー齢報の全の

ッ・差用成心そ

ネ者格

ト障にをしの

り生の

に害デよ図た他

なタ三、き分

よ者ジり

いで

情どル世シが野

る

バとアづ活

報のデ代ニ

海沿
化情

にサ実

すデに条

関ル現日道４

す目

事イ与丁

るザ寄５

行視こ番

をのる９

業ン
ら目

、かを号

い点と３

ダもす

ン誰と

ェ、的

ジ

、齢 ツ

地者
地 のにど 地域な 番 日ク

お
け域

・し
も対
どに
子民
る住

、られる

者生
護の
保て

自

就通と

日立条様のをこ
目

ポ４な労しを

サ西々
目情経地的

ー丁事・て
的社す

セ１に済域と

ト

り自会る

ン番よ

タ

助

立・自

ー号自立の。

に寄

難参教

困会・

の社

もるる

とすす

と関与

う

目

スをを

、業と

に事こ
とす

ツこと

ーう的

ポ行

動

及っ
興よ。

振にる

の

交のりし

社報イの層く

が者）流社をて

会弱ド

急とのを会支い
い規

株函大代株さ大

は
模者会た模

式館規表式

売

社桔小の社ま小

会市

フ暮。

ーがる

梗売氏市

１

ーし
リら

成出大フ函大名

平届氏

事規ァ館規

小シ桔小

年項模ッ市模

・活
月概売ョ梗売

７の

い、
が援
障支

規域 北

大模なの月 海

規小お生 道

模売、活日 告

小店同環ま 示

売舗法境で 第

店の第のに

舗設８保北

の

少促能

青を機

な加育

年す

に 表 非

た款 定
特代主定

町
ス、
びて

利事記 営る

９

ー民
ポ

東４店名し宮店

の
請

申

にむ町の

商丁舗ま原舗

おら２新

建目
設
代８て代目を

番い丁設
す 表号小表

締業締４日

取売取番る

者原

坂う藤

行

役を役号

セ丁舗

９要店ン４店

本

設

のン目を

日舗
名タ

号る

及し２す

称ー番置

桔氏

在らの

所む者

びま

は

店又

梗名

地

立置条持海 号

法か２た渡

地者第の道

ら項め島

成規規慮庁

平大の配支

模定す商

法売基き労

年小にべ工

舗き項観

目律店づ事働

の、に光

的第

と

活務載 者

す号新当つ課

所た 人のれ 法の所さ 動

て

称名地的

名在目

の氏

体与援子

こ藤石化寄支

狩こ

のも

も市の験し等ど

ど
年

た
っ

あ
・市花法の、

援成

る支平
日

月

を
行年

は
又

夫名郎

幸氏次

の秀

び
及

称
名

五 住

七

所
住

び
及
称

名

に
び
並

所 事人

知法

道に

海び

北並

る）設該いに

っ

堀あ
に

つ規意着

。第に大て到

て小をる

条い模見す

５
出店すう

１届売有よ

第
あを者出

のが舗る提

項
た置、る

定っ設はす

規
りる面と

よ。す書こ

に

川人機子事が

、者にが

ら

ム南は会ど業自

コ子

拡の子育

ス１、のもや

ー３ど充社どつ

テ条子

参に域

シ丁もを会も地

対か画関社

ョ目には

ン

するづ

・番しりをす会

し芸子す諸く

い地て、
もる体を

か術どめ団り

、っ６

化の。とす

り文

市て月

民い
目
織を

組と
動こ
活く日

る
てす

しと
対的

に
。

代
は

て

て
っ
あ

に
人

法

化

き

次がよで

の

也者
表

達

周成。

との平る

のそり

お
り辺

交め

体全まのす

大地年

をこ

、的、流る

験人た
しを

活長育通と

生成子

術
技
の

へ
進

促

文にて



北 冠 北

土 海 土村 海

地 道 土平 道

改

地

告 地成 告

良

改

示 改 示良

法 第 良年 第法
区７

昭 の月 昭

和 号 行９ 号和
う日

北 海

登北第北第

録海 海 番

酸酸

肥炭炭

号道号道号

料カカ

道 公 報

２荷午年
出

イウエ届
２

前車かさ前月

閉来午駐

時が９場所ば９日

店客

自施か

刻駐時のき時

車
午場分動設ら

第

規大開

大大

アイウエア

さ棄模規店

規駐駐荷廃

場場ば物小模時

模車輪

売

売ののき等売小刻

小

保舗店午

店収収施の店

舗容容設

号

平大

平成規
成模
十年小
四２売

年月店

七舗

第

律改律

法地法

年土年

第良
維

理 第第 管 ）） 持 号号

）

ル

の２ １
業の 第
事条 条

肥

種ムム

ウウ

のシシ

ル

灰

類料料

肥
ウ 肥

肥 ム
苦

の酸料酸

炭肥料 炭 料

お後

後をか車に午

名カ

時用午出い９

８利らの

る８口荷ま

す後入て時

数ば

こ時のさで

と

う

きで行

でまを

が分き

の管の舗前

間と

時こ

る

の台台

施数数面施施に

のののい

設積設設お時

方売

置量営小

配容運て
法業

に

６ 関

にを
者

事すう

る関行

す台台

事の

項る

月日内

九の

日

の
積

面
舗

店

火

計
合

曜

日

定
を項 規

止３ の
廃第 項

し海定 よ
可北規 に

認の
り 平
。知よ 、
た道に り

、 成

事
堀次

シ石

ル土

お 月

と ７

の 年

性

証ルル溶

保アアく

称

分分土

分リリ苦

成カカ

量
％

開

帯
間
時

る
き

で

帯が

）

刻
時
店
閉
び
及

刻
時

店
項

占土

也営 、

道 日

達り １

区日

良平
改地春同同

地
事成
業

そ公

事月
工７
の年名井

他規 のの定の定

そそ公
の制の

他の格の格

他規
事お事お

限と限と の

制

格はは

項り項り 規 期

石
南
名道同

北

肥間 海

を平 道

更成

料 等

告取 縦に

新 示締 覧つ

し年 第

た７

法 にい
つて

。月 いは

の

北北縦平す縦午そ

関
時９他

海海覧成る覧前

法 道道期
島７か

経渡間年律間時

３

済

書覧

成出縦

平届

同同

月縦
６の所

年等場

良

了改

完日地

を９事土

公備

で整

の業合

た総

し
告

生灰

］

。型

るの般

す一 札同

産
称社
会

式
株
業
工

幌
住

昭

東
市

９ 号

は館日

和 て函
い

律 館問

法 函へ

年 、市
に合

第 市
対わ

もこ第

てる）

しせ号

協と
力。条

地庁９和午

部支月昭ら
後 域商日

産工年５

業労火法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

） 月
に
定
規 日

覧
日

用））

種業道土

農農客
同

知
道
海類）

北水
排

用
了成

事完平同

堀年

業北
区

番

者２
目
丁

７
東

条
所号

う規

行の

を項

頼２

依第

道 り

で海 よ

定北 に

予定
肥

での

の事 次

る知 、

あ

休 まる ）す 月

縦料

、堀

を
日 で

曜
土） 、。 日く 曜除 日

び
及

日

五
八

月
日 録成

登平同

也
達 有
効
期
限

有

、の

所達 録

場登

覧の

に
日

祝
の

民
国

間効

時也



改 北

平正 海

成す

３

道

６る 告 小定

平 年。 示 型置

成 北 第 す漁

十 海 け業

四 道 と

年 告 号 う

七 だ示

北 海

よ前町

にと平宮

うの３字１２
型け

第 改お成野小さ

法
、 正り
すと年字ほ・
けす 第 るす７平っま 条

。９、さは ３ 。る月浜

だ日字しえ 号 た

道 公 報

北

昭 海

和

同同幾西帰

道
告 大来

年 示

北 第

海

代里別

道
告 号

免般示

同同農同一

第

檜た

同同丹鶉北同同せ

か新中同同同

羽町山な

ん生山

同同

号

同畑同

井苗

日
春同青同

地地

土

月 ら第

九 漁

日 業
び

及号

型港

小漁

火

を域

」区

曜

３４係
に

日

し貝網縄 に

秋小定海
る

平澗業業 げ 、取漁漁 掲
び 漁 成及 る

取

月磯 貝

７長 の

年字 業

日地 澗

９の
小さ

前） 域

以域１２ 区

にの

農農第

道道

整整

備備号

基災

疎業

過漁

整償

き場）補

暗ほ幹害

地

が産間

）に

）備法

ょ

進合

水推総

排整域

い調
国排整

土画附対

客区営水備

場土

）整帯策農暗ほ客

別用ょ整）

理）特業き
用）備

）

整

総合

良総

改帯

農排）

備
整備

合

農農

］排

型用

般用）

一業道
水

す漁保

さ型置岸

暗区）

う域

置と区

定け業全

け
業）

漁定

ら指

業だの

漁

」次

型を

小部

び一

及の

結区ほ・ や

締項型け ひ

れのけす 漁

さ分っま ま
中しえ 協

た北欄さは 業

漁漁 組

済道網縄 同

共海
地

にの

約事業業 合

契知

る
よ

はう

ての

い区

つ堀

同同同の
分
区
び
及

域
区

定
決

同同

）
の
一

同同

）
水

排
用

用）
業水

同同同同同同 同同同

）
）理

ょ整
き画

成
平

ち

。
るに

めう

改よ

にの

従成

お也大

な、

、達

の
次
を
部

遠成 海海町

北北市久大

志志
後後名郡町

道道村

山山海指１基

檜檜

関覧成

の縦平

そて
い

係に
はる月

面す７

図供年

北向
か 海 かかかか
道 ららららメら
ー 久
度ト度

のの郡 のルの 度度度遠
点向 方方方大 方の方 の
向向向成 向
町

９

北の ８９

向ら

海 かかかかか方か

道 ららららら
久
メ 度

の 郡 のー 度度度度度 遠

方方方 大 方ト のののの

向向向向向 成 向ル 方方

の 町

の７

２３４５６７８
６

かか方か

１２３４５北

らららら向ら

海 かかか

道 ら

久
メ度 度

の郡 のーの 度度度度遠

方方方大 方ト方 ののの

５ 向向向向成 向ル向 方

の ８４町

岸岸保の点点

沿沿岸定

浦区域位

上上全区の１

港海向

漁漁域置北方

浦
港
海海道

郡ト

保保遠ー

岸岸久メ

域域成の

区区大ル

全全

道
海
北日

、。９

の町点

メ

村
漁

港
漁
部

務
林
産
水

メ メ字

ーートト ー都 メメーー

ト

ルルのの ル番 トトルル

点点点南 のの点点 のの
角

東

五 原九

）
４

点

点 字 メ
ーーー上 ーメ メメメメ

ルト トトトト浦 トー ー
ルルルル
の 点の のののの番 のル

角
西

南
２点 点点点点

点メ

点
原

ーー上ー メメメメメ字

トトトトト浦ト ーーー

ル ルルルルル
点の点 ののののの番の

角
西

南
２

点点点点

を浦

項上

事字

点
原

次

角 改東 に２ うの よ番 の
め

道
海
北
、

課

１
点 。原 る 事

及知

庁道

支海

山北

檜

ら
か 町

成堀

大
び

ら
か

）
３

方
の

度 ら
か

）
２

度

ら
か

）

度 置
え也

備
に達

場
役

の
度



海海

平正そて北北

改い
関覧成道道

成すの縦平

る

後後 年。係に
す７檜檜

北図供年志志
沿沿

道はる月山山

海面
北日岸岸

告、。９

北 海

第
示

告
道

海
北

上結都り

号 囲 ん 浦地 東、だ、ま

道 公 報

次、

浦１順１

２上をの

区西、

第 号

平
成
十
四補

年助

七

道苗苗

第海青青

示 点

水漁漁

林海海

産港港 号

全 区

部保保 港

務岸岸 漁

漁域域 に

港区区 域

漁全

れ

、項 海

課事 る

村の 係

線区 地

区 海 区、に、た

よ 海
岸、り岸、域

囲
れ１

、まの

、た、

区

１

、域の

の、

１

地２に
３ん１

ののの区、結の
７

岸、だ、

１１１域海
４線

ら５よ１

かかか、にの

、り及

らら

６囲び
の ののの、ま７ 度度度
向向のた各 方方方６れ
１区点 向

４６７

１１

のののののののの

１１１１１１

４６７

らら

かかかかかかかか

らららららら
のの

度度度度度度度度

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向
月１３

九のの

日１１
かか

ら１３

か
らら 度 火の

方度度 曜

方方

向のの

日向向 メ

区

道の 全

海次 保

北を 岸

支海に の

山北う 域

檜よ
る ）

及知め 定

庁道改 指

町 部

尻堀 一

奥。 の

び事

１

、の

場 次

役 を

１び

の及

、

の
次

び順

及を

１点

の各

、域を

点ん

各結

のに

次 ーーー４及順 メメメ
ルル１７に トトトのび
３８ん ののの、、結 ル

に

１９線

の、だ 点点点

よ

、、
１

囲

の、り

１

れ

及、ま

び

ーー

メメメメメメメメ

トトトト

ーーーーーー

ルルルルルル

トトトト

のののののののの

ルル
点点点点点点点点

のトト ルーー トメメ ー

に達 の

点点
のの 点ルル

をだ

補
に置
え也 う

備 よ

によ

次に

順線 区

１、た

の
各、域

点

町

村尻尻 町
市奥奥

１基

点
助

海指
名郡

１４５９

２１

のののののののの

１１１１１１

１４５９

らら

かかかかかかかか

らららららら

のの度度度度度 度度度

方 方方方ののののの の

方方方方

北方

らら

かか海向かかかか

らら らら道
奥メ度

ののの ー度 度度尻度度

方奥方方方 トの のの郡

向 向向尻向向向 ル方 方

の 町点

６７８９

５６７８９

らら

かかかかかかかか

らららららら
３
度度度度 度
のの ののののの 度度度

向 方方方 方方方方方 の
向向向 向向向向

の

位
の１２３４５

点点

かか方

置北方１２３北

道９ららら向
海 海向か

道
奥 奥メ

度度メ
郡 郡トののー 度尻 尻ー

向ル 方奥 奥ル方方ト の

の 向尻 尻の向

町 町点８

向

域
区域
全区
保の
岸定

向向向向向 向向
ーーメメメメメ メメメ

ト トトトーーーーー ー

ルルル ルルルトトトト

ののののの のののルル

メ

点点点点点 点点点

字

ーーー 富ー メメメメメ
ル トトトトト 里ト ーー

ルルルの ルル

点点点点 のの番ののの

角
東

北

点点の
３
点
原

メ メメメメ

ート ーーー メーメメー

ルトトル トトト ートー

の ルのルルの ルルル ト

点点点 の点のの点 のの

点
点点点

メ
ト ーー青 青ー メメ字 字
１ル トト苗 苗

ルル

点点の の点 のの番 番の

角 角西 東

北 南

２ １
１点 点原 原

六
〇

ら
か

）

ら らか か） ）２

の
度 度
の度



解在保た解

１２３

除場安目

平 除 に所林的次

成 係との

十 の るし図

四 保て」

年

理

安指は

七 林定、

北 海

定 北

森を

２３

海

解平 道

除成

林 保た解

告法 安目

す 示 除 林的

る年 第

。７

昭 と

和 し

月 の て

９ 号

定日 理年 指

道 公 報

定１ 北

森を 海

解平解場 道

除成除所

林

告

予

法

す 示

る年定 第

予７保

昭
和

定月安

で９林 号

あ日の

年

第

囲

ま青９青り

苗 れ苗５の

た中、１、ま

号

区、

苗１

２青

月 のさ省

九 所れ由略

日

東害水の

河風排そ
、

し

郡の路図

火

幌備地を

士防用面

曜

字す海

町と北

日

由

律 さ

法

幌た十

士る道

第 れ
の用第

害路） 霧道号

防地

２

た第

る２

すの

備と条

第。在

律る所

法

め

号釧 ）

市 第の 路
北

条
の

園

２
第の

２

れ 北 区央６、

区 区 域地、５、た 地

区７の

海、１、域 海

岸８及岸

、び、

９５

、の、

各
を１

、点の

、順、

次

２ 南
地

岸４
、 海

１域３ 区 の、
の

ら４

か、
１

１ 向の 方１ の、 度

め勝
支
庁 の

経
済

知務 図 道林 の 海部 次 北

士 部 堀び す及 示 事課 に

よ
に

定
規

の
項

町 に幌 分

項

保
に

う
よ

の
次

、
り

の、

規
に

の 定

北

よ海

、

道、 り

知

次
のの 事

よ堀

う
に、

保

結１

、にの

だび

、ん及

、線
にの

り点

、よ各
に

、れ次

１ま順

の囲を

た

及

２域ん

の区結

の点

ル各

トの

ー１

メび

限 線
だ
ん
結
に
次
順

点を

４

備 ） 也に 。場 る 達役

い解場保た

置
て除所安目

し

の覧定と

次縦予林的

３

指
の

林
安

図に保

置解場保た解

え
い除所安目

の縦定と

除 次て予林的

図覧保し

林

達の 安
の也

２

指、

置解場保た解

え
い除所安目

の縦定と

除 次て予林的

線

、だ

図覧保し

法１
、
１よ

のに

成解場保た解

第平
律

除所安目

７定と ）除 年予林的 号
囲
り
よ
に

月保し 第

北

農 海

林

え

道

水

置

告

産

い

示

大

て

第

臣

縦
覧

か

定

はす林指

」供安て

に

）在れ

省。所さ

、るの

の）害

そ釧林霧

、
し

略

園 を備

北 面防

市 図の

路

北
理

は供林指

」に安ての

れ由

省る所さ

、すの定

そ上水道

、
し）
略。在

か地

図郡の用

の川源路

北町養す

を川んと

面東

理

は供林指

」に安ての

れ由

省る所さ

、すの定

そ虻土農

、
し）

略。在

流地

図郡の用

の田砂道

北安のす

を知出と

面倶

の ９安て
さ 規の定理 の日林指 条

飛公 る
よ
に在れ由 定所

の施 知越す砂共 通山示
備用 あ長分防設 が郡部

た部限地 っ万に

ら 号

う

）よ

。の

る次

す、

供

定
指
の
林

安
保
に

海
道の

水
産

務ら

林か

部
山の 治

六 課

一 及
川
東で

びま

る 海

た 道
水め

治示

部に

務図

林の

産次

倶限

びに

及分

課部

山す

道字備た

海町防る
知る

林見

産士

水富め

務
部

示 びに 及図 課の 山次 治

字。す 。町ると
万す 長

部め

万た

長）る

北
海の
道
事先
知地

定
予

る
す
除

解
を

有
堀国

上

町以

林
森

、
旨

る
あ

で

。

え有

備国

に筆

場３

役 分 部部

備
に
場

役
町）

安

） 備。 にる 場限 役に 町

法

に
也図

の
達次

。
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和
昭

年



埋 北

公立 海

有て平 道 奥空

水に成 告 尻 道港

面関 示 町 道敷

埋す年 第

立る７

字 奥地
米 尻界

法工月 岡 島）

事９ 号 線ま

交で大の日

北 海

道路道区奥

日
の１２３

の線の

尻 ら成路路

か平
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間７類名域

奥 週年種区

日道米

字 一９

町 、月

尻

般
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定 北

道しそ

３４

海

たの 道
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路 工工

告

係

事法 事

示 の完

図 第

面 種

昭 了

和 の

は 類日

、 号

北

年

第

事１２ 北

過を 海

疎次平路工 道

地の成 告事 域と 示線 自お年 第

立り７区

促完月名間

進了９ 号

特す日

号

解い
置

平て

成除次縦
十の覧
四の図に
年」供
七はす

ゅ ７
点正し 番
）

律を

ら法功 先
か年ん 地
奥

可

尻第認 奥
郡尻
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）た

号し
条
第

縦奥

岡 の道岡

米

覧尻

先

す線地

供港３

に空番

敷

。
る間

地
の

張築成道

律 夕改平海

法

建

第

郡
長年設

路 第

町月道 ） 沼７部 号

日整
備 条 番

課 第

で北 の まび 項 先及 １ 地

町郡

措。沼張

別る長夕
長沼

法道長

置
平沼町

成新
道番

年線
ら

第か

律先

法地

理 月、る

九省。

日

水の
排そ

、
し

由略）

火

用面
路図

曜

と北
地を

日

規
の

で項

ま１

る道
す海

定
に
よ
り

お

ると

けの
次
、

り

知長

道
海
北延

員ら
か 幅

尻 複奥 道

道

堀国重道

事

土 り

館 よ

函 に

道 定

海 規

に 区

所 の

業 路

現 道

木 、

）
号

い の

置 次

え を

備 域

第
の事

項知

１道

第海

条北

め産
た水

る
よ
に
定堀

規

路
釧
び
及
課
山
治

部
務

林
役

市

公

１２３４
面

間水

の有

市類業収使

施都種事事

び施業 者用用 計及の

行
名部部

事名行 ののの 画

に

と線 区 達島 等

業称期

業
の間お

也

北

都を

４５

海

認平 道

可成

市 免公３

告 許計 有項

し 示画 水の

た年 年第

。７ 月

法 面市
埋町

月

示
告 り

、 お

て と

日立村

決

３

工
の也

道
町達

面

者
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氏住代位区

埋

ゅ
しし

１２
え
備
に
所

又

分分

可 認認 功功
んん

ゅ

し

北北平北な

称の間地
市

見見成見

市都

地

画月町

計７陵

市年東

昭

業ら

事か

園日内

公９

９ 号

第日

及和 法名

び年
第

律 号第

法 条 番
平佐
間）

成呂号

年町第

７
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点積

地地地地

のののの

点点点

浜度漁の
港地ののの 佐
呂分基点地地地

準点点点 間
）ららら

漁秒点かかか

名域置域

名氏
区 はの

港
系

北札北常次地地

称所

とに

海幌海呂の点
よ

道市道郡

央事呂地のる

中知佐の

年
受 のを 可

区間点地測

成
平

日者
た 月
け

１成
平

月
７
年

号
公月

陵３

東年

北園

７第

堀
事
知で

道ま

海日

に

第定

川規

河の
項

日１
よ

方

お
と

の
次 令、 指り 号

角

準２向向向
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点か角角
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度 度度 基方

２向
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北

秒
の 度秒秒 緯

のの方
向 分方方 度
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字らをの
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結成

３

だを

西達佐のん果

条浜
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丁間点線使

６也呂地
まに 目

でよ）

地次囲 番順て ５をっ －

日
９

んた の結れ 先にま

道
海
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二

事
画

計
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り
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秒の 方
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及 水線域 有だ区 公

本
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生とをす

ウエ

平 の事も行植る

成 連業にう物こ

十 続実、こにと

四 性施動とつに

年 等に物。いよ

七 をよのてる

北 海

現

対す動の的い

行アイ

用上地

象る物対状利た

事やので踏

事自・象況

河物業植有、査

業然植

で

施川・実生無必等

実
区で生施のや要

道 公 報

２

の載別水工地

必れ記個

境あす的質事形

環要環
応影るる事汚に・

境に
響じ響項こ項濁伴地

影

濁

評て評目とににう質

いる水

価、価に。つ係

を環をつ

第

高保１

結・

格の平総の避

規全

的画果低

道見成括計

路地

線基す

根か年事路を減

の月にのにる

室ら７項

ての

標意９つ具し等

中
津見日い体

号

価
評

響
影

境
環

道
海

北

月 考り移、個

九 慮動動事体

日

て物路実維

し植経業群

査生しにへ

調のと施持

範息てよの

火

を生た個響

囲・果る影

曜

宜基役・つ

適育す体に

日

大がに落て

拡盤割群い

応認

域あ態区連潜に確

性的じさ

をり系域続在

保傍等生てれ

横、の近

す業全はを息予て

断事

地・る

る実タ考適測い

がチしの評オ

春施ン慮

をタ

川どョ、存価オ

別

、査に行カ

水のウ調在

の

及うシ範つう等

系よ

いても等

びなマ囲いこ

よ

う影施てのに

行境実

河

程評た、る

過響しは

水

おの果ニ川

に価結モ

へ

て目予リ質

い項、タ

影

環びのグの

、及測ン

に

に法確に響

境手不等

道をて的、検
影を実関

べー数を

路述ル複討

海の・のう

別たト案行

路、造較と

道で構比こ
を

環条設討

）同の検。

項びう

影５及行

境第定

例
条

評の環こ

響

公

成
平

どのも

第
例

条
道

海
北

年

よ失専

、のの消、
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な度家

測度う程門

予程
響把意

評失影をの

・消
及すを

を縮を握見

価・
すほい

うすぼる聴

行小
、、上

とかかかた

こる

をてと希

把予群で

。を

丹響ク適調。少

床影フ
ウ拡す猛

川をロ宜査な
禽

水及

き 系ぼの大る

ん

布、と等

はす分しと類

につ

沖、域生もに

、か
地測あの、い

積予で息
た無門、

の・る有専て

のの

原価めに家種

湿評

い

響見性すつ

内を、加
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与すよ事て

を直にる

測

る、環調予

え等り後

評

た切への・

新適境査
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事対影画価

ななの計

う

がをが作行

情応響を

と

じうししこ

生行著成

保に

価規境と

たこく、

書よ措り

法に全よ

方定
つ次海に環

にり北置、

てと知いへ

いの道つ境
響

事りは影

、お事ての
地で

者表現を

業公堀、

対る調き

にす

）
号

表第

、

よ
に
定
規
の
項
１
第
条

評分要

す・を必

握測落
３

と価断に

る

科の 道の験 海験試 北試

周え意生

及目 道釧目科

をや

自う辺、見態

を行
蛇と形節聴植

由こ地季

験験 成試 平試試
１２

。
験

地

。

月日所北函 ７期場 年

お書

合。る備

場とな準

行施験
の試

、
はそに

に
象限書に実

対な政行の

業定法すに

事り士関施

実量るつ

し。達査る

施的昭事い

境測回

環也予り

、・限

の景計にか廃事

カ象点
物実

凍影観画引ら棄業

線続眺施

結響の路きの

止つ全をきめに

防に保

たコ

応当ナ

オ

域
地
、
り

予系てモ

て態っウ

じ生

方 経公び 北路 測のはリ

ビ
ー

タ
ン学

セ大法 済立

ル

サ

海館
フ工

リ商

・川

ン旭

大者 平園労 日学勤 ９試

学総 成

豊合

平福 年

校祉

験舎セ 月

ン
ー
タ 日

を、

区に和務て

）
日

域発
再・法任の

で生年委次

公

利理第たお

生処律しと

さ況号団通

用状４財り

るつ第人が

れに）法知

棄て条政っ

廃い４行あ

い見調のよ
物予第書た

し化発

及て渡査変り

剤

す

工予こ、の生

び、す

・がの度る

事測とそ程
在つ棄

伴評で存に廃

に

て

濁をるがい物

う価き

水行眺確
点さ測業

等う望認予産

、等
よととれ・廃

にこ

価・門つ

評測専に

・予
意検

行価のて

を評家い

としをす

こ関見討

うに
地たと

、いこ

。て聴る

所

函議

レ会

をで
域上。

市市

川路

旭釧

））

館

常六 盤野三

１場

後
午

丁１

１－

通４

所幌館 北午札函 ら
か

時
知時豊大 道３市市 海後

平森

区町 事

。

で町－ 堀ま在旭２ 分

の験

区・項試

と測１士

にを定究

外価規研

域評

告

りタ

出うよン

搬行にセ

る。海か

れと北ー

さこ
物事成

棄知平

廃道ら

価物

る。した評棄
にが

行一

生不合を、

水て場
こ廃

物定はう般

植特に
。物

魚数要と棄

や多主
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発

動用と設

生利点建

底

う
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等てて生

物しし

、
生に
るも

けと
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徴
踏
注地
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態

１

目－ ・で
種査
目

４
－ 達地１

－

也

政

し書行

分政度

区行年 追土
能験士
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川る加）

河い
望て

系を眺い

態所、つ れ
のさ
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群確
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へ対 にヒ
出た
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配期場
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イ
布間所
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布 出験験郵配

提受試
ア

布間

数内配期 書手案送
受

び
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４
付付 出教験 般受受

イ受
続間所

の」期場 手 題養
は一

式択
形は

第

験試 政し般試 行関一ア

教

要
題方は 養 書必出の験
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記 題 のな筆 出 数

号

試 平
成
十験
四
年
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に
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科

郵称所
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便年掲

政番日所

求行便１場

請
て書号

し
く士木
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い研
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す 式
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）イ書
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所に布
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い受

分
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受
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、式平
政願あ付 行し

と先ま

政ま年書書てけ
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書す８士
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士
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。
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等憲
、
）
。
む
含
を

日方と成
の平
お

記 の

時法ロ月
プ７
り年

た先
して 信
封あ 返

。同
の

５６

用

特身で合

電例体、格

）絡行話措機受発

注連

申の

土先政番置能験表

曜書号のに

式ても

日問士実著込日

だま

、くの

網胆日十釧根北

一さで

。

査基成す

審び平ま

法礎

法

石渡檜後空上留宗

、

９

北

地道

験海

試北
民
、

示まザ
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掲否

９の合

前ーに

午タ

郵海

にを北

板知

示通

時
のま事

者し知

格送道

合

態相
状御

番
験。堀

受す

要い
必さ

りだ
よく
に談

市キ

こ
る

と
を

置
措

な。

浦常中モ

市市郡市市市
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